
レジメン名：Dara-VRD (移植非適応)療法  

 

【適応癌腫】 多発性骨髄腫 

【1 コースの期間】 1～8 コース目：21 日、9 コース目以降：28 日 

【最大コース数】  - 

【催吐性リスク】 最小度 
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＜3～8 コース目＞ 

 

 

 

 

 

 

＜9 コース目以降＞ 

 

 

14 日目まで 

21 日目まで 



 

 

 

 

 

 

【備考】 

・腎機能に応じてレブラミドの投与量調整が必要。 

  CCr≧60mL/min：25mg/day 

  30≦CCr<60mL/min：10mg/day 

・デキサメタゾンは 75 歳を超える場合は減量を考慮。 

・ダラツズマブの Infusion reaction に注意が必要。 

・ボルテゾミブによる末梢神経障害に注意。毒性に応じて減量(1.0mg/m2→0.7mg/m2→投与中止)。 

・ST 合剤、アシクロビルの予防投与が推奨。  


